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移住・⼆地域居住についての考察
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⾃⼰紹介

n 職歴
p 1969年 神奈川県藤沢市⽣まれ
p 1994年 林野庁
p 2001年 Cassina IXC
p 2003年 ⽇本総合研究所

n公職等
p 内閣府規制改⾰推進会議専⾨委員
（地域産業活性化WG）

p 福島県南相⾺市復興アドバイザー
p ⾹川県観⾳寺市政策アドバイザー
p 武蔵野美術⼤学客員研究員・特別講師

p JR東⽇本WaaS共創コンソーシアム
ステアリングコミッティ委員

※2013年、神奈川県⼆宮町（消滅可能性都市）に移住
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山 水 郷
（サト・ムラ）

⼭と⽔と⼈の恵み豊かな地域で

⼭と⽔と⼈が織りなす豊かな関係世界を回復し
⼭と⽔と⼈の恵みを価値に変えることに挑戦する若者達

⇩
編集/デザイン/アート/写真/映像/⾳楽/IT等に⻑け
複数の仕事を越境する「クリエイティブ百姓」達
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「じゃない⼈」の若き移住者と中⾼年ネイティブの協働
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移住者が町の⾒⽅を変え、
誇りを回復した神奈川県真鶴町

写真：真鶴出版
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知識産業は極端な東京⼀極集中

※情報通信業
通信、放送、IT（ソフ
トウェア・インター
ネット）、映像・⾳
声・出版・広告 8
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出所：⼀般社団法⼈ドット道東

ネットを駆使して
点をつなぐドット道東
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⼭⽔郷的なWell-beingの構造

個⼈

後⼈
（⼦孫・未来）

先⼈
（歴史・伝統）

今⼈
（世間・社会）

⾃然
（恵み・災い）
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移住者の役割

個⼈

後⼈
（⼦孫・未来）

先⼈
（歴史・伝統）

今⼈
（世間・社会）

⾃然
（恵み・災い）

l ⼦を増やす
l 託される

l 再発⾒/再評価する
l 引き受ける

l 再評価/再価値化する
l 再コモンズ化/コモンズ
のアップデート

l 都市とつなぐ/都市の
資源をもたらす

l コミュニティを開く/
アップデートする

安⼼
⾰新
財貨
喜悦
祝祭

⾃信
誇り

希望
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地域にとって
必要なこと

個々の
⾃治体の
サービス

企業の
ビジネス

住⺠の⾃治

⾃律的・主体的な個の
協⽣＝⼒合わせ

⇩
産官⺠で共につくる
和気藹々とした「公共」

⇩
みんなの本領発揮

⾃律協⽣社会のイメージ
（Convivial Society）
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⾃律協⽣社会の実現に向けた共同研究を武蔵野美術⼤学と⽇本総研は開始
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⽬標は「ローカルコレクティブ」の育成を通じた「地域⼒」の強化

学びの場
プラットフォーム
イノベーションの場

メディア
コミュニティー
アーカイブ

交流の場

⽇常・営み

⽂化・歴史

ツーリズム
プロジェクト
プログラム

美しい⼈
共同体

⾷・⽣業

⼤学
学⽣・教員
機能・ノウハウ

企業
ヒト・機材・機能
ノウハウ・資⾦

都市の⼒

ローカルコレクティブ（拠点）

製品開発
⽣産販売
サービス

個⼈
⼆地域居住
ノウハウ・資⾦

⾵景・⾃然

⽣産品
⼯芸品

⽂化軸（モノガタリ）

地域の⼒

住⺠・移住者
滞在者・越境者

経済軸
モノ・サービス

社会造形としてのデザイン

流通
通信

医療
福祉

⾦融
不動産

モビリティー
エネルギー

⼀次⽣産者

学校
教育機関

建築
デベロッパー 観光

旅⾏

飲⾷
宴
祝祭

⾳楽
芸能
演劇

語らい
相談

セミナー
ワークショップ

教室

スタジオ
舞台 編集部 展⽰室

収蔵室
⼯房
試作室

印刷・出版
編集・広告

企画
デザイン
芸能

⼀次産業
⾷品産業

WEB
IT・通信
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国土審議会 推進部会 
移住・二地域居住等促進専門委員会 
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STS Inc. 代表取締役 高瀬 直史 47歳
□総務省地域力創造アドバイザー
□一般財団法人地域活性化センターフェロー
□高知県UIターンサポートセンターアドバイザー
□四万十町地方創生アドバイザー
□一般社団法人Local&community lab 理事

【経歴】
1976年 高知県十和村(四万十町)生まれ
2000年 (株)USENブロードネットワークス退社
2004年 (株)RKC高知放送退社
2004年 旧十和村役場入庁
2006年 市町村合併により四万十町役場職員となる
2021年3月末 四万十町役場退職 

【実績】
2013年～2014年 地域づくり担当(集落活動センター立ち上け等゙) 
2013年～2021年 地域おこし協力隊業務担当(企画課→まちづくり戦略室→にぎわい創出課)
2015年～2021年 移住業務担当
2016年～2021年 シティプロモーション業務担当 
2020年～2021年 四万十ヒノキブランディング業務担当 
2019年～現在 一般社団法人Local&community lab 理事 

▷高知県大月町職員研修 ▷高知県黒潮町観光拠点再建事業
▷高知県東洋町プロモーション ▷店舗ブランディング
▷高知県梼原町プロモーション ▷プロテイン商品開発
▷高知県津野町移住プロモーション ▷滞在型市民農園(クラインガルテン四万十)管理
▷高知県内34市町村移住施策支援 18



STS Inc.
19



STS Inc.

四万十町での取り組みについて
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(H32年)

2025年

(H37年)

2030年

(H42年)

2035年

(H47年)

2040年

(H52年)

2045年

(H57年)

2050年

(H62年)

2055年

(H67年)

2060年

(H72年)

将来展望（町の⽬標⼈⼝）

社⼈研推計(H25)

社⼈研推計(H30)

人

四万⼗町の総⼈⼝の推移

四万十町人口ビジョン／ Ⅲ．本町の将来展望 ／ （４）人口の将来展望 ／ ②短期・中期・長期の目標人口
（平成27年11月策定 ）

■国立社会保障・人口問題研究所（通称：社人研）が公表した推計人口の…
「計画策定（目標設定）時における推計人口（平成25(2013)年推計）」 と 「最新の推計人口（平成30(2018)年推計）」の比較

2060長期目標
8,831人

2040中期目標
11,545人

2020短期目標
15,711人

約3,000人の増目標

四万十町の人口

最新 ( H 3 0 ) の社人研推計では
H 2 7・H 3 2・H 3 7年において
いずれも前回(H25)の社人研推計
及び町の目標人口を上回った

STS Inc.
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❶ 四万十町の魅力発信

❷ 空き家の調査・空き家情報の発信

❸ お試し滞在施設(お試し滞在住宅、クラインガルテン四万十)の管理運営

❹ 移住定住住宅(中間管理住宅、移住支援住宅等)の管理運営

❺ 移住定住各種補助制度の整備

❻ 四万十町東京オフィスの運営 (平成30年6月1日～令和3年3月31日)

❼ 地域おこし協力隊全般

❽ その他

にぎわい創出課 移住定住係

STS Inc.
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facebook 高知県四万十町 ～しあわせしまんとせいかつ～

Instagram shimanto_town_official

1,933 フォロワー

7,511 フォロワー

四万十町フェイスブックで検索！

四万十町公式YouTubeチャンネル

チャンネル登録者数 995

四万十町インスタで検索！

四万十町ユーチューブで検索！

🕐こいのぼりの川渡し🕐 川遊びの楽園🕐 ジップライン🕐 三島の初夏 田植え

❶ 四万十町の魅力発信

STS Inc.
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▶全町的に空き家調査を実施

▶空き家調査結果を基にした現地調査

▶町内の 不動産業者 と連携して、不動産業者の把握する物件情報を提供

相 談 ・ 情 報 提 供

•移 住 相 談 へ の 対 応
（ 移 住 相 談 員 の 配 置 等 ）

•空き家調査及び情報提供
（町内不動産業者との連携） ☞ 空き家情報（R3.03.31現在）

 平成23年からの10年間で201件登録（町HPによる情報提供）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

相談件数 50 102 134 555 701 195 227 195 200 206

うち、県外 40 80 110 263 339 149 173 134 147 116

☞ 移住相談実績

201件 登録10年間で…

❷ 空き家の調査・空き家情報の発信

全戸数（非木造、共同住宅は除く）：7,397棟
居住住宅：6,394棟（未耐震：4,018棟）
空家住宅：1,003棟（活用可能：812棟）

STS Inc.
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お試し滞在施設
•お試し滞在住宅の整備
（移住お試し⽤短期滞在施設）

•滞在型市⺠農園の整備
（農業体験型短期滞在施設）

年度

件数
H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2 計

利⽤
⼈数 5 18 20 17 15 13 8 15 12 123

移住
実績
(⼈)

0 ６ 1 0 ５ ８ ３ 6 2 31

☞ お試し滞在住宅利用状況
☞ お試し滞在住宅
対 象 者： 将来移住を検討している方
利用期間： １~３か月（３戸）

 ： １~６か月（２戸）

☞ 滞在型市民農園
入居期間： １年間（最長３年）
物 件 数： 滞 在 型 22区画

 日帰り型 16区画

移住希望者にとって、新たな土地へ移り住むことは
期待と同時に大きな不安がある。

お試し滞在住宅 の整備
滞在型市民農園 の整備

短中期的に本町を体験してもらうことで、まちの魅力を直接感じて
もらうとともに、不安を解消し、移住のきっかけ へと繋げていく。

❸ 移住施設(お試し滞在住宅、中間管理住宅、移住支援住宅等)の管理運営

STS Inc.
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移 住 支 援 住 宅

• 移 住 定 住 希 望 者 用 住 宅
（ 中 長 期 貸 付 住 宅 ）

中間管理住宅

☞ 移住支援住宅
対 象 者： 移住希望者限定
入居期間： ２年間
物 件 数： 6戸

☞ 中間管理住宅
対 象 者： 移住・定住希望者用
入居期間： 2年間（更新可）
物 件 数： 31戸

移住支援住宅
 入居対象者
▶移住希望者限定
 入居期間
▶2年間
 家賃
▶2DK：月額 23,000円 (4戸)
▶4LDK：月額 38,000円 (2戸)
 物件数
▶6戸

❹ 移住定住住宅(移住支援住宅、中間管理住宅)の管理運営

中間管理住宅
 入居対象者
▶移住・定住希望者
 入居期間
▶2年間
 家賃
▶月額 17,000円～ 38,000円
 物件数
▶55戸（令和5年度末）

STS Inc.
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空き家所有者と四万十町が賃貸借契約（12年間）を締結し、 移住・定住希望者へ賃借する住宅

▶12年間の賃貸借契約を締結
▶固定資産税相当額を所有者にお支払いします。
▶住宅改修の実施（所有者負担なし）

空き家所有者 四万十町役場 入居者

▶賃借契約（基本2年）により入居

改修費用：1,000万円の場合
▶財源
国 費：500万円 50％ 空き家対策総合支援事業補助金
県 費：250万円 25％ 空き家活用促進事業補助金
過疎債：180万円 ※一般財源の75％⇒うち、70％は交付税措置
一 財：070万円

中間管理住宅とは

実質負担額約125万円
STS Inc.
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移住促進
▶ 四万十町移住体験ツアー助成金 ・・・・・・・ 25千円/1人、50千円/1世帯
▶ 移住促進家賃支援事業補助金 ・・・・・・・・ 15千円 ×12月
▶ 空き家活用（改修）補助金 ・・・・・・・・・ 上限1,824千円 

 定住促進
▶ 若者定住支援事業補助金 ・・・・・・・・・・ 上限1,000千円
▶ 家族支え合い支援事業補助金 ・・・・・・・・ 上限1,000千円

 関連メニュー
▶ 町産材活用利用促進助成事業補助金 ・・・・・ 上限1,500千円
▶ 老朽住宅除却事業補助金 ・・・・・・・・・・ 上限1,028千円
▶ 浄化槽設置整備事業補助金 ※上乗せ加算分含む ・・ 最大1,388千円
▶ 就農支援補助金（新規就農／後継者支援／次世代人材投資／壮年就農）

❺ 移住定住各種補助制度の整備

STS Inc.
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❻ 四万十町東京オフィスの運営

STS Inc.
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▶少子高齢化の進行が著しい

▶コミュニティの維持が困難

▶地域資源の有効な活用方法

地域おこし協力隊導入のきっかけ

❼ 地域おこし協力隊制度の活用

四万十町の現状及び課題 導入後の効果

▶隊員が定住することによる人口増加

▶地域のリーダーとなれる人材の確保

▶地域資源の活用方法の提案

STS Inc.
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地域おこし協力隊導入状況 ２

応募総数 199名 ← 全国有数の応募者数

採用者数 66名
高知県内では佐川町に次いで2番目の多さ

理 由
▶「四万十」というネームバリュー
▶協力隊自らが四万十町の魅力を発信するＨＰや
instagram、Facebookを開設
▶四万十町の魅力発信の取り組みによる効果

STS Inc.
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ポストコロナの新しい

働き方・住まい方・移動のありかた

2023年10月19日

合同会社うさぎ企画

代表 森田創 33
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※出典：2022年2月24日（株式会社パソナJOB HUB「地域の人事部構想」セミナー資料より）

人起点の時代

35
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焼津市の事例
「複業人材×地元企業マッチング合宿」

（2021年度～）

複業人材×地方中小企業→課題解決と関係人口増で活性化

37



伊豆高原「エクレアホール」（Co-working／Satellite Officeの企画・運営）

関係人口×地元プレイヤーの交流「部室」→さらなる活性化の基盤

38



モビリティーサービスによる人材交流促進

関係人口×モビリティサービス＝周遊・交流効果の最大化

交流型デマンド交通実験（東伊豆町）国交省：地域交通「リ・デザイン」研究会メンバー 39



NEXStokyoメンター
（東京都運営拠点）

静岡県湖西市

政策顧問

（2022年度）

●行政アドバイザー

◆山梨県庁顧問（2022年度）

◆静岡県焼津市（2022年度）

◆静岡県東伊豆町（2022年度～）

◆静岡県湖西市（2022年度～）

行政・企業アドバイザーとしての活動

●企業等アドバイザー（現職のみ）

・（株）ヴァル研究所（都内）

・（株）TicketQR（長野県）

・（株）東平商会（静岡県）

・三島信用金庫（静岡県）

・Nexstokyo行政連携メンター
40



うさぎ企画の価値観「一見さん１万人よりも面白い３０人が町を元気に？！」

地方都市

多くの課題

移住・２拠点予備軍

複業人材

個人経営者

東京圏

コロナ禍

働き方の柔軟化

東京での生活では
得られないやりがい

人口減少による活力減

スキルを活かした課題解決

交流の場

人財マッチング

モビリティ
（周遊・交流促進）

？
41



プレイヤー視点の「生活圏」（行政境を越えたエリアユニット）

●「生活圏」の成立要件は、

●人起点の社会づくりを考える上では必須

人口減少下での行政単位毎の生活インフラの見直し要請の中で、
歴史や風土も含めた、自然なつながりを持ったエリアユニットの成立可能性大

・プレイヤー視点：移住したとしても、面白いところ、自分を活かせる近隣の街にはどこでもいく

・生活者視点：良い病院や商業施設があれば、行政境をまたいで移動する

①行政境を越えたリーダーシップを持つ意思決定主体

②いつでもどこでも「仕事・交流・移動できる」環境（後述）
＋

③プレイヤー視点に立った「移住等」の再定義と、
定住以外の貢献人財に向けた行政制度のリデザイン

42



「生活圏」を取り巻くプレイヤーと行政とのギャップ

行政側（≒企業側）

●定住人口ファーストの価値観と制度設計

●有能な人材はよその市町に取られる前に囲い込め

●役所に縛り付けられているので、人材の流動性を理解できない

●形だけの広域連携＋バランス主義が生む「リーダー不在」のPJ

プレイヤー側

●行政境・住所なんてどうでもいい

●自分の能力発揮とやりがいを感じられることが全て

●人と人とのつながりの中で生まれる共創やスケールが醍醐味

●すべての起点・意思決定は「自分・人」中心

大きなGAP
県庁も意外と仲裁できない
（平等性と地政学の問題）
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2021年度～ ：焼津市での複業人材×地元企業とのマッチング合宿

複業人材の主なスキル

◆マーケティング

◆広報宣伝

◆新規事業立案・推進

◆人事労務

◆販路拡大

◆DX

◆プロジェクトマネジメント

焼津市内企業の主な経営課題

◆EC含めた販路拡大

◆新規展開戦略立案
（コロナ禍による事業環境の激変）

◆管理職含めた社員教育

◆人事労務面の体制整備
  （激変する事業環境への対応）

◆デジタル化対応
  （サービス高度化＋合理化）

◆社長の壁打ち相手
（経営者自らの危機感）

第1回
複業人材マッチング合宿

2022.3.24～26＠焼津かんぽの宿

焼津企業経営者向け

キックオフセミナー
2022.1.21＠焼津市役所

首都圏等複業人材向け

オンラインセミナー
2021.12.20

109名

90名

25名

静岡県複業人材向け

複業セミナー
2022.3.18＠=ODEN

90名

過去3回で22社中20社でマッチング成立（9割）

「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり）
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【初日】イントロダクション 【初日】企業側の自己紹介 【初日】複業人材側の自己紹介

【初日】企業×複業人材の懇親会 【２日目】企業側の課題プレゼン 【３日目】クロージング

第1回焼津ビジネスマッチング合宿（2022年3月24日～26日）

「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり）
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「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり）

三島信金顧問として進める
「地域の人事部」in三島市
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「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：経産省事業「地域の人事部」 in 三島市）

地域にプレイヤーが増えても、受け入れる地域企業側もアップデートしていかないと宝の持ち腐れ
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交流拠点「焼津PORTERS」の事業計画・PR・リーシングを含むPM業務

「生活圏」に向けて（「場づくり」事例：焼津PORTERS（旧漁具倉庫））
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移住・二地域居住等促進のための方向案

デジタル田園都市国家構想の実現においては、地域の人口を増やす(減らない)
ことと、住民の平均年齢を下げ、経済活動を活発にすることが重要になる。その
ためには、地域産業の維持・活性化はもちろんのこと、さらなる施策として、都市
部の仕事を地方在住でも可能にする「テレワークによる移住」に期待がかる。

ただ、すでにテレワークが可能なフリーランスかつ独身で、移住志向のある若い
人材は、ひとつの地域に滞在する「移住」よりも、アドレスホッパーといわれる全
国各地を転々とすることを望む傾向もある。

移
住

二
地
域
居
住
な
ど

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
長
期
滞
在

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
滞
在

観
光
に
よ
る
訪
問

仕事や学校が
あるので、遠方

は難しい

どこに旅行
に行こうかな

将来の移住を
検討

維持コストの
軽減

観光したから
次は別の
観光地へ

空き家となった
実家の活用

リピート居住
から

観光施策

日帰り・1泊2日

ワーケーション施策

長期滞在施策

長期の滞在は
難しい

2泊3日～1週間 3週間～1か月

二地域居住施策

子どもの教育
的体験

地域との人と
の交流

2か月～半年

サテライトオフィス
コワーキング施設の整備

地域の魅力発信

テレワーク
ができれば
親はOK

夏休みは
滞在コストがか

さむ

子どもは
休めない

長期滞在施設の整備
こどもの教育(保育)対策
地域とのつながり醸成

コストレスな二拠点め施設の整備
(空き家の「シェア型ステイハウス」
化など)

コストを抑えた
長期滞在

地域の暮らし
を体験

移住へ

一方、コロナが増加している「テレワークが可能な家族」に
注目してみると、「親子ワーケーション」や「保育園留学」な
ど、「こどもに田舎を体験させたい」「自分たちも、自然の中
で仕事をしたい」という親のニーズが見えてくる。しかし、実
際には、子どもの教育(学校を休む)や、かかる費用の問題

から、実施できる家族が限られたり、短期の滞在になった
りする。このため、地域とのつながりまで至らず、「(観光気
分のまま)次はどこの地域に行こうか」という家族も少なくな
い。

そこで、まずは、地方への「移住・二拠点居住」のハードル
を低くし、リピート滞在を促すため、「テレワークが可能か
つ、子どもが就業前の家族」にターゲットを絞ってはどうか
と考えた。

右の図は「地域への定住の壁」を乗り越えるための
壁(ハードル)をイメージしている。

この中の「長期滞在施策」について、「長期滞在施設の整
備」「子どもの教育(保育)対策」「地域とのつながり醸成」
を、北海道北見市で民間が実施した事例について、
次ページでご紹介する。

地域への定住への壁

＜推進部会　田澤委員提出資料＞
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平日は4歳のお子さんが北見市のこども園へ通園(広域利用で無料)

家族で過ごすリビング テレワークのための部屋

20年間空き家だった一軒家の平屋(2LDK)。庭で芝の水やりやバーベキューも

地域の農家さんで野菜収穫体験ママは、地域の交流イベントに参加

ロボットを使ってリモートでお迎え

2023年7月、テレワークが可能なご夫婦と4歳娘のファミリーが、北海道北見市に3週間滞在。
目的は、「子どもにさまざまな体験をさせたい」「全国の地域の暮らしを体験したい」。
保育の「広域利用」を活用し、鴨川市の幼稚園から、滞在期間中は北見市の認定こども園に通園(無料)。
滞在場所は、空き家だった家を活用。3週間の滞在で10万円(実験価格)。
長期滞在のため、平日の地域イベント参加や、週末の地域での観光や体験を満喫。
空き家の所有者が首都圏在住でもリモート管理(施錠・案内など)ができるしくみも実験中。

移住・二地域居住等促進のための実証事例

地域の「シェア型ステイハウス」
のモデルとして、地元の民間企
業が運営予定。
現在、簡易宿泊施設として
申請中。

50



51

chishiki-h22a
テキストボックス
第２回専門委員会
森田委員提出資料




焼津市の事例
「複業人材×地元企業マッチング合宿」

（2021年度～）

複業人材×地方中小企業→課題解決と関係人口増で活性化

52



伊豆高原「エクレアホール」（Co-working／Satellite Officeの企画・運営）

関係人口×地元プレイヤーの交流「部室」→さらなる活性化の基盤
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モビリティーサービスによる人材交流促進

関係人口×モビリティサービス＝周遊・交流効果の最大化

交流型デマンド交通実験（東伊豆町）国交省：地域交通「リ・デザイン」研究会メンバー 54



2021年度～ ：焼津市での複業人材×地元企業とのマッチング合宿

複業人材の主なスキル

◆マーケティング

◆広報宣伝

◆新規事業立案・推進

◆人事労務

◆販路拡大

◆DX

◆プロジェクトマネジメント

焼津市内企業の主な経営課題

◆EC含めた販路拡大

◆新規展開戦略立案
（コロナ禍による事業環境の激変）

◆管理職含めた社員教育

◆人事労務面の体制整備
  （激変する事業環境への対応）

◆デジタル化対応
  （サービス高度化＋合理化）

◆社長の壁打ち相手
（経営者自らの危機感）

第1回
複業人材マッチング合宿

2022.3.24～26＠焼津かんぽの宿

焼津企業経営者向け

キックオフセミナー
2022.1.21＠焼津市役所

首都圏等複業人材向け

オンラインセミナー
2021.12.20

109名

90名

25名

静岡県複業人材向け

複業セミナー
2022.3.18＠=ODEN

90名

過去3回で22社中20社でマッチング成立（9割）

「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり
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【初日】イントロダクション 【初日】企業側の自己紹介 【初日】複業人材側の自己紹介

【初日】企業×複業人材の懇親会 【２日目】企業側の課題プレゼン 【３日目】クロージング

第1回焼津ビジネスマッチング合宿（2022年3月24日～26日）

「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり
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「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり

三島信金顧問として進める
「地域の人事部」in三島市
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「人づくり」事例：経産省事業「地域の人事部」 in 三島市

地域にプレイヤーが増えても、受け入れる地域企業側もアップデートしていかないと宝の持ち腐れ
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交流拠点「焼津PORTERS」の事業計画・PR・リーシングを含むPM業務

「場づくり」事例：焼津PORTERS（旧漁具倉庫）
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第3章：実施方針（ターゲット層の分析②）

13

■複業人材のターゲット層の定着条件の仮説
①：複業先企業が増えるなど、人材側の商機拡大につながるコンテンツ（経済的価値を求める人材向け）
②：プロジェクトやアクティビティを通じて土地の魅力に気づける機会（情緒的価値を求める人材向け）
③：交流拠点やコミュニティ等を通じて土地の魅力に気づける機会（②に含まれる）

【質問】複業先の地域にもっと頻度多く通うための条件や希望する仕掛けがあれば教えてください

●回答者：10名（対象：焼津など県内の複業人材マッチングに参加した人材・今後参加しそうなプレイヤー）
●意見総数：27名（複数回答あり：詳細はP18ご参照）
●調査方法：当社からのメールベースでのヒアリング

ONOFF

複業機会につながる仕掛け

現地で参画できるプロジェクト
（空き家改修・お祭り支援等）

現地の魅力に気づけるアクティビティ

気の合う仲間・コミュニティ・掲示板

交流拠点・宿泊拠点

カフェ・BAR・レストラン

移動手段足代・宿泊費補助（その他） 子供を連れていきやすい環境

５

５

４

５

３

４ ３

２１

拠点・人の輪

商機拡大

愛着度拡大

現地コンテンツ

※数字は回答数
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「場づくり」事例：エクレアホール（伊東市城ケ崎海岸）
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【交流拠点の役割】

地元コミュニティA

地元コミュニティB

地元コミュニティC

新コミュニティ

交流拠点

移住者

地元民

MGR

結婚で移住

Uターン

？

？

？

既存コミュニティに属さない方の「中間領域」。
MGRはニュートラルな立ち位置を保ちながら、
必要に応じて最適なプレイヤーをマッチング。本業

（移住支援） 62



【交流拠点の役割（過疎型）】

地元コミュニティA

地元コミュニティB

地元コミュニティC

新コミュニティ

交流拠点

移住者

地元民

MGR

結婚で移住

Uターン

人数不足によるコミュニティの閉鎖性が、移住
者のアクセスを遠ざけ、交流拠点の対応負荷が
重たくなる。地元からはNOと言えない雑務の
依頼も多く、MGRの本業を圧迫する構図。

本業
（地域課題解決）

（予備軍）

関係性維持は必要

人手不足ゆえの
各種雑務依頼

（予備軍）

相談相手不在ゆえの
ガチ目なよろず相談

≒
63



【交流拠点の役割（過疎型）への対応策】

地元コミュニティA

地元コミュニティB

地元コミュニティC

新コミュニティ

交流拠点

移住者
地元民

MGR

結婚で移住

Uターン

人手不足ゆえのコミュニティの閉鎖性が、移住
者のアクセスを遠ざける結果、交流拠点の対応
負荷が重たくなる。地元からはNOと言えない
雑務依頼も多く、MGRの本業を圧迫する構図。

本業
（地域課題解決）

（予備軍）

関係性維持

人手不足ゆえの
各種雑務依頼

（予備軍）

相談相手不在ゆえの
よろず相談だが、や
りたいことも不明確
で相談内容も散漫的

≒
近隣の移住者に
発注可能では？

①

活動内容の明確化に向
けたビジネス目的に寄
せたセミナー等の開催

②

外
部
人
材
や
移
住
者
に
よ
っ
て
、
自
分
た

ち
の
課
題
が
解
決
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
な
い

課題解決例につながる
外部人材との連携企画

③
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グリスロ走行エリアと停留所（23カ所）

4人乗り1台

●2023年1月16日～2月28日（平日12時～17時50分・31営業日・1日乗り放題500円）

モビリティチケット購入者173（5.6人／日）、乗車回数520（3回／人）、停留所来訪数601（3.5カ所）

交流拠点の中核人材として期待する経営者やスタートアップ層が利用者の42%を占め、停留所となった
直売所では10万円超の経済効果も観測されるなど、グリスロ×交流による市内活性化の萌芽が見られた

「足づくり」事例（2022年度・焼津での交流型モビリティ実験）
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登録者15万人の焼津市LINEをプラットフォームとしたワンストップ配車予約と交流イベント等の告知

600円

焼津市LINEトップページ
からリンクボタンを押下

専用アプリトップページに
遷移。利用者登録等を行う

地図上から目的地の停留所
を選んだ上で配車予約する

配車予約完了画面 拠点でのイベント告知画面
（矢印を押すと詳細表示）

「足づくり」事例（2023年度・焼津での交流型モビリティ実験）
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